
『住宅』における省エネ基準の変更の取扱いについて

2026年06月30日時点

株式会社 愛媛建築住宅センター

この取扱いは、業務品質の維持・向上を図り、完了検査や各種お問い合わせに対し、
適切かつスムーズに対応することを目的として定めております。

ただし、個別の物件や案件の特性により、本取扱いの適用が難しい場合は、その都度
ご相談のうえ最適な対応を判断させていただきます。

なお、より良いサービスの提供に向けて、本取扱いの内容は今後の運用状況を踏まえ、
適宜見直しや改善を行う場合がございます。あらかじめご了承いただけますようお願い
申し上げます。
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住 宅 ：『⼀⼾建ての住宅』『⻑屋』『共同住宅』『寄宿舎』『下宿』があります。
複合建築物 ：⼀つの棟に『住宅』と『非住宅（住宅以外）』の用途がある建築物のことを指します。
複数用途建築物：⼀つの棟に『非住宅』の用途が複数ある建築物のことを指します。

軽微変更：標準計算の場合、ルートA・B・C があります。
・ルートA エネルギー消費性能を向上させる変更または当該性能に影響しないことが明らかな変更
・ルートB ⼀定範囲内でエネルギー消費性能を低下させる変更
・ルートC 上記AまたはB以外で再計算によって基準適合が明らかな変更

計画変更：軽微変更に該当しない変更で下記のもの
・用途の変更（住宅→店舗など）
・外皮の検討方法の変更（仕様規定 ⇆標準計算）
・⼀次エネの検討方法の変更（仕様規定 ⇆標準計算）

２．手 続 き

１．用語の定義

仕様が変更した場合の手続き方法（ルートA/B/C・計画変更）

変更後
省エネの

A B C 変更手続き方法
1 - 完了 軽微変更説明書(仕様基準)

2 - 省エネ適判申請（新規 標準計算）

3 〇 〇 完了 軽微変更説明書(標準計算)
4 〇 省エネ適判 軽微変更該当証明申請
5 - - - - 仕様基準へ変更（新規 建築確認計画変更申請)

6 〇 省エネ適判の計画変更申請
7 〇 〇 完了 軽微変更説明書(標準計算)
8 〇 ⻑期 軽微変更該当証明申請
9 〇 〇 〇 ⻑期 変更確認書申請 ※

10 〇 ⻑期 変更確認書申請 ※
11 〇 〇 完了 軽微変更説明書(標準計算)
12 〇 〇 〇 評価 変更設計住宅性能評価申請 ※
13 〇 評価 変更設計住宅性能評価申請 ※

※⻑期・評価は省エネ適判の新規手続きでも対応可能 

省エネ適判

⻑期優良住宅

設計性能評価

仕様変更
仕様基準に
適合しない

省エネの
計画変更
（用途変更・

計算方法変更）

仕様基準

手続き方法
No.

当初(建築確認申請時) 軽微変更
ルート省エネの
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３．完了検査申請の添付書類について
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４．軽微変更の概要

5 Ver.20260630



6 Ver.20260630



7 Ver.20260630



8 Ver.20260630



9 Ver.20260630



10 Ver.20260630



11 Ver.20260630



12 Ver.20260630



13 Ver.20260630



【断熱材の熱抵抗R または 熱貫流率U】
【開口部の熱貫流率U】

外 皮 仕 様 規 定

変更あり（材種や厚さ・構成の変更）

適 合

◆向上する
・R値が大きくなる
・U値が小さくなる
・η値が小さくなる

◆低下する
・R値が小さくなる
・U値が大きくなる
・η値が大きくなる

仕様規定の範囲内
（手数料不要）

仕様規定の範囲外

省エネ適判申請が
必要

省エネ適判
適合通知書の

添付

現
場
検
査
時

処
理
方
法

設
計
図
書

性能向上
（手数料不要）

外皮1/2

YESNO

注）熱抵抗値と熱貫流率
の規準を混同して使用す
ることはできない
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【 外皮面積が変わらない 】場合

外 皮 性 能 規 定 （標 準 計 算）

外皮の各部位の熱貫流率もしくは線熱貫流率
又は日射熱取得率が増加しない変更

◆増加する
（性能低下する）
・左記の逆パターン

【 開口部面積変更なし 】

◆増加しない（向上する）
・各部位ごとのR値がすべて大きくなる
・各部位ごとのU値がすべて小さくなる
・開口部のη値が小さくなる

YES NO

【 開口部面積 減少 】

開口部の仕様変更の
変更なし

YES

◆ルートA
（手数料不要）

【 開口部面積 増加 】

◆ルートB判定へ
（手数料必要）

外皮2/2

YES

NO

『 変更前のUa値（外皮平均熱貫流率）と η値（冷房期の平均日射熱取得率）』 ≦ 基準値の0.9倍
かつ

主たる居室・その他の居室・非居室の床面積の変更が無い

◆ルートC
（手数料必要）

YES NO

イからニのいずれかに該当（同時に２以上は除く→ルートC）

【 イ】 開口部の面積増加分が外皮面積の合計の1/200を超えない変更 かつ 開口仕様変更なし

【 ロ】 変更する開口部面積が外皮面積の合計の1/200を超えない場合
・開口部の断熱性能、日射遮蔽性能もしくはその両方の変更

または 日射遮蔽部材をなくす変更

【 ハ】 外皮面積の合計の1/100以下の変更であれば、当該外皮（開口部以外）の断熱性能低下の変更
例：外気床面積が外皮面積の1/100以下であればその部位の断熱材厚さを合理的な範囲内で薄

くすることができる（断熱材の設置なしはNG）

【 ニ】 基礎断熱の基礎形状の変更（部分的に基礎断熱を採用する住宅も含む）

イからニのうち
１つ該当でルートB

２つ以上該当または
１つも該当なし

◆ルートB
（手数料必要）

◆ルートA（手数料不要）
・各部位ごとのR値がすべて大きくなる
・各部位ごと（開口部除く）のU値が

すべて小さくなる
例：断熱材の種類は同じでが厚くなる

断熱材の種類は変わるがR値（熱抵抗

◆ルートA（手数料必要）
・開口部のη値が小さくなる
・開口部のU値がすべて小さくなる

開口部の種類ごとに評価することがあり、
確認に時間がかかるため、手数料必要。

YESNO

各部位ごと。
開口部の

U値も含む

ルートBは再計算を伴わない変更であるから、Ua
値またはη値の性能低下があったとしても、
WEBプログラムの提出は求めない

Ua値またはη値の性能向上があったとしても、
WEBプログラムの提出を求める

15 Ver.20260630



注）ルームエアコンが設計図書の通りであったとしても、別途 床暖房などが設置されている場合もあるので注意が必要です。

空調設備 ルームエアコン編

設置しないで引渡し エネルギー消費効率（い）または（ろ）

仕 様 規 定

設置する エネルギー消費効率（い）または（ろ）

ルームエアコンが設
置されていた場合

エネルギー消費効率
（い）または（ろ）

設置されていない

ルームエアコンが設
置されていた場合

エネルギー消費効率
（は）

適 合

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

仕様規定から外れる
ため、省エネ適判申
請が必要

省エネ適判
適合通知書の

添付

ルームエアコンが設
置されていた場合

エネルギー消費効率
（い）または（ろ）

設置されていない

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

ルームエアコン以外
が設置されていた場合

地域区分に応じ
た仕様規定内の

暖冷房設備

完了検査へ軽微
変更提出
手数料不要

左記以外

仕様規定から外
れるため、
省エネ適判申請
が必要

省エネ適判
適合通知書の

添付

現
場
検
査
時

処
理
方
法

設
計
図
書

エネルギー消費効率
（い） （ろ） （は）

良 悪
性 能 値

適 合

設計時のBEIが0.9以下に限る

主たる居室・その他居室
・非居室の床面積について

それぞれ10％を超えない増減

『外皮』のルートBの
変更が無い

◆ルートB

計算書および
軽微変更提出
手数料必要

◆ルートC

軽微変更該当
証明申請

手数料必要

YES NO

性 能 規 定
（WEBプログラム）

現
場
検
査
時

処
理
方
法

設
計
図
書

空調 1/2
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注１）ルームエアコンが設計図書の通りであったとしても、別途 床暖房などが設置されている場合もあるので注意が必要です。

注２）設計時にルームエアコン以外で評価をしており、検査時に設計時以外の機器が設置されていた場合は、WEBプログラムの計算書の提出を求め、
暖房および冷房設備の設計⼀次エネの数値が、設計時より低下（向上）をしていればルートAとし、増加をしていればルートCと判定をしてください。
この場合のルートAは手数料が必要となります。

注３）暖房機器が複数ある場合の優先順位
１位から、ペレットストーブ ← 電気蓄熱暖房器 ← 電気ヒーター床暖房 ← ファンコンベクター ← ルームエアコン付き温水床暖房 ← 温水床暖房 ← FF暖房機 ← パネルラジエーター ← ルームエアコン
 ※ 薪ストーブはその他の熱源機で評価

WEBプログラムの提出
◆ルートC

軽微変更該当証明申請
手数料必要

エネルギー消費効率
入力しない（規定値）→（は）で計算している

エネルギー消費効率
入力する →（い）（ろ）（は）

設置されていない

（い）（ろ）で
計算されるため

性能向上

◆ルートA

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

ルームエアコンが設
置されていた場合

ルームエアコン以外
が設置されていた

場合

設置されていない
◆設計時（い）

→ルートC

◆設計時（ろ）
→ルートA

◆設計時（は）
→ルートA

ルームエアコンが設置
されていた場合

設計時の
同等以上を設置

設計時の
同等未満を設置

適 合

設置しない → （い）（ろ）で計算している

性 能 規 定（WEBプログラム） ルームエアコン編

設置する設
計
図
書

ルームエアコンが設
置されていた場合

エネルギー消費効率
（い）または（ろ）

設置されていない

ルームエアコンが設
置されていた場合

エネルギー消費効率
（は）

ルームエアコン以外
が設置されていた

場合

現
場
検
査
時

処
理
方
法

◆ルートA

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

WEBプログラムの提出
◆ルートAの場合
完了検査へ軽微変更
提出
手数料必要
◆ルートCの場合
軽微変更該当証明申請
手数料必要

WEBプログラムの提出
◆ルートAの場合
完了検査へ軽微変更
提出
手数料必要
◆ルートCの場合
軽微変更該当証明申請
手数料必要

◆ルートAの場合
完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要
◆ルートCの場合
WEBプログラムの提出
軽微変更該当証明申請
手数料必要

WEBプログラムの提出
◆ルートC

軽微変更該当証明申請
手数料必要

空調 2/2
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or or or

 YES  NO

 YES  NO

換気設備

比消費電力0.3以下

仕 様 規 定
ダクト式⼀種

ダクト内径75㎜以上
直流電動機
熱交換器無

設
計
図
書

現
場
検
査
時

処
理
方
法

ダクト内径75㎜以上
ダクト式二種orダクト式三種

壁付式二種or壁付式三種

設置されている換気設備が仕様規定の範囲内

設置されている換気設備が設計図書の仕様と同じ

適 合

仕様規定から外れるため、新規の省エネ適判申請が必要

省エネ適判適合通知書の添付

完了検査に
軽微変更提出
手数料不要

換気 1/2

18 Ver.20260630



・ダクト式：１ｍを超えるダクトに接続する換気設備

【換気方式】

 YES  NO  NO

 NO  YES  YES
 NO

 同じ  異なる  YES
 NO

 YES

 YES  NO

 NO  YES

性 能 規 定（WEBプログラム）

設
計
図
書

現
場
検
査
時

処
理
方
法

適 合

ダクト式１種換気 ダクト式３種換気

効率等※１にひとつでも数値が入力されている

換気設備の品番確認

換気方式が設計図書と同じか？

変更後の換気設備の性能確認資料を求める

◆ルートA
軽微変更提出
手数料不要

◆ルートC
軽微変更該当証明申請
手数料必要

壁付け式１種換気 壁付け式３種換気

主たる居室・その他居室・非居室の
床面積の増減有

それぞれ10％を超えない範囲か？

『外皮』のルートBの変更が無い

◆ルートB
軽微変更提出
手数料必要

設計時のBEIが0.9以下

性能確認資料で同等以上の効率等※1が確認できるか？

◆ルートA
軽微変更提出
手数料必要

※2 性能低下
webプログラム 換気設備 設計⼀次[MJ]

の値が増加している場合

※１ 効率等

◆ルートC
軽微変更該当証明申請
手数料必要

変更後のwebプログラムを求める
性能低下するか？※２

※2 性能低下
webプログラム 換気設備 設計⼀次[MJ]

の値が増加している場合

換気 2/2
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or

 YES  NO

 YES  NO

給湯設備

地域区分4
石油給湯器 モード熱効率81.3％以上
ガス給湯器 モード熱効率83.7％以上
電気ヒートポンプ給湯器 年間給湯保温効率2.9以上

仕 様 規 定
設
計
図
書

現
場
検
査
時

処
理
方
法

地域区分5・6・7
石油給湯器 モード熱効率77.8％以上
ガス給湯器 モード熱効率78.2％以上
電気ヒートポンプ給湯器 （年間給湯保温効率は問わない）

設置されている給湯設備が設計図書の仕様通りである

適 合

仕様規定から外れるため、新規の省エネ適判申請が必要

省エネ適判適合通知書の添付

設置されている給湯設備が仕様規定の範囲内である

完了検査に
軽微変更提出
手数料不要

給湯 1/3
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【熱源機の種類】 【熱源機の種類】

 YES  NO   設置されていない  NO  YES
異なる  NO

 同じ

 YES

 YES   NO  NO  YES  YES  NO
 NO

 NO  YES  YES

給湯設備において、ルートBを判定する部分は有りません。
このフローについては給湯熱源機のみとなっており、配管方式・節湯機器・高断熱浴槽について別途判定が必要（次ページ下部）

性 能 規 定（WEBプログラム）

設
計
図
書

現
場
検
査
時

処
理
方
法

適 合

「給湯設備機器を設置しない」

給湯設備機器が設置されていない

◆ルートA
軽微変更提出
手数料不要

◆ルートC
軽微変更該当証明申請
手数料必要

変更後の熱源機の性能確認資料
を求める

「給湯設備機器を設置する」

設計図書と【熱源機の種類】が同じである

熱源機の品番確認
設置されている熱源機の性能確認資料 を求める。

性能確認資料で同等以上の性能が確認できるか？（計算ロジックと比較）

◆ルートA
軽微変更提出
手数料必要

給湯設備を設置しない条件の
webプログラムを求める

性能低下するか？※１

◆ルートC
軽微変更該当証明申請
手数料必要

◆ルートA
軽微変更提出
手数料必要

◆ルートA
軽微変更提出
手数料不要

性能確認資料で同等以上の性能が確認できるか？

性能が
規定値

かつ
追焚あり

設置後のwebプログラムを求める
性能低下するか？※１

設置後のwebプログラムを求める
性能低下するか？※１

給湯 2/3

計算ロジック
４地域：石油給湯器・モード熱効率81.3％以上・追炊あり

５〜７地域：ガス給湯器・モード熱効率78.2％以上・追炊あり
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悪くなる条件に変更する場合はルートCの変更となります。良くなる条件であればルートA（手数料不要）
分からなければwebプログラムを求めて設計⼀次エネルギー消費量の増減で判定してください。（増は ルートC、減はルートA（手数料必要））

配管方式  ：評価しないor先分岐方式 ➡ ヘッダー方式 ➡ ヘッダ方式（配管内径13A以下）
節湯機器 ：２バルブ水栓or評価しない ➡ シングルレバー ➡ 節湯A1・節湯B1・節湯C1
高断熱浴槽 ：評価しないor設置しない ➡ 高断熱浴槽を設置する

性 能 規 定（WEBプログラム）

・配管方式・節湯機器・高断熱浴槽について

※1 性能低下
webプログラム 給湯設備 設計⼀次[MJ]

の値が増加している場合

エネルギー消費効率
悪 良

熱源機の性能を確認する部分について

給湯 3/3
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照明設備

非居室に白熱灯を設置しない（LEDまたは蛍光灯の設置可）

仕 様 規 定

非居室に器具が
設置されていない

（配線のみを含む）

非居室にLED

または蛍光灯が
設置されている

非居室に白熱灯が
設置されている

適 合

設置なしで引渡し
完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

仕様規定から外れる
ため、省エネ適判申
請が必要

省エネ適判
適合通知書の

添付

現
場
検
査
時

処
理
方
法

設
計
図
書

◆設置ありで引渡し
器具の設置が必要

再検査の実施

WEBプログラム提出
◆ルートC

軽微変更該当
証明申請

手数料必要

適 合

設置しない → LED を使用するものとして計算される

性 能 規 定（WEBプログラム）
※主たる居室、その他の居室、非居室のいずれも共通設

計
図
書

LED 器具が
設置されていた場合

設置されていない
LED以外の器具が

設置されていた場合

設計時のBEIが0.9以下に限る

主たる居室・その他居室
・非居室の床面積について

それぞれ10％を超えない増減

現
場
検
査
時

処
理
方
法

◆ルートA

完了検査へ
軽微変更提出

手数料不要

『外皮』のルートBの
変更が無い

◆ルートB

完了検査へ
軽微変更提出
手数料必要

◆ルートC

軽微変更該当
証明申請

手数料必要

YES NO

照明 1/2
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悪くなる条件に変更する場合はルートCの変更となります。良くなる条件であればルートA（手数料不要）
分からなければwebプログラムを求めて設計⼀次エネルギー消費量の増減で判定してください。（増は ルートC、減はルートA（手数料必要））

：評価しないor採用しない ➡ 採用する
：評価しないor採用しない ➡ 採用する
：評価しないor採用しない ➡ 採用する

多灯分散照明方式
調光制御

人感センサー

LED を設置

適 合

照 明 設 備 性 能 規 定（WEBプログラム）※主たる居室、その他の居室、非居室のいずれも共通

設置する設
計
図
書

現
場
検
査
時

処
理
方
法

LED 器具が
設置されていた場合

設置されていない
LED以外の器具が

設置されていた場合

設計時のBEIが0.9以下に限る

主たる居室・その他居室
・非居室の床面積について

それぞれ10％を超えない増減

設置なしで引渡し
◆ルートA

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

◆設置ありで引渡し
器具の設置が必要

再検査の実施

WEBプログラム提出
◆ルートC

軽微変更該当
証明申請

手数料必要

白熱灯以外（LEDまたは蛍光灯）を設置

LED 器具が
設置されていた場合

設置されていない
白熱灯以外の器具が
設置されていた場合

◆設置なしで引渡し
◆ルートA

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

◆設置ありで引渡し
器具の設置が必要

再検査の実施

◆ルートA

完了検査へ
軽微変更提出

手数料不要

白熱灯の器具が
設置されていた場合

WEBプログラム提出
◆ルートC

軽微変更該当
証明申請

手数料必要

いずれかの機器において白熱灯を設置

LEDまたは蛍光灯
の器具が

設置されていた場合
設置されていない

白熱灯の器具が
設置されていた場合

◆設置なしで引渡し
ルートA

完了検査へ軽微変更
提出
手数料不要

◆設置ありで引渡し
器具の設置が必要

再検査の実施

◆ルートA

完了検査へ
軽微変更提出

手数料不要

『外皮』のルートBの
変更が無い

◆ルートB

完了検査へ
軽微変更提出
手数料必要

◆ルートC

軽微変更該当
証明申請

手数料必要

YES NO

照明 2/2

多灯分散照明方式
調光制御

人感センサー
を評価している場合の変更

エネルギー消費効率
悪 良
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【設備の仕様】 【設備の仕様】

※１ Version：3.8.0以前の場合

 NO  YES  YES  NO  設置されていない

 YES   NO

 NO  YES

性 能 規 定（WEBプログラム）

設
計
図
書

現
場
検
査
時

処
理
方
法

適 合

「設置しない」or「評価しない」 or
「売電方式：全量売電」※１

太陽光発電設備が設置されている

完了検査に軽微変更
（屋根荷重変更に伴う壁量
倍率再検討）を求める。

「設置する」or
「売電方式：上記以外の方法」※１

設計図書と「太陽光アレイの品番・設置枚数、屋根勾配、設置方位」が同じである

建築確認申請で太陽光発電設備の荷重を
考慮しているか？

変更後のwebプログラム・
仕様確認資料を求める

発電量は低下するか？

◆ルートC
軽微変更該当証明申請
手数料必要

◆ルートA
軽微変更提出
手数料必要

太陽光
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